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──────────────── 

午前11時25分再開 

○議長（浜崎晋一君）再開をいたします。 

 引き続き、一般質問並びに議案に対する質疑を

行っていただきます。 

 ３番前住孝行議員 

○３番（前住孝行君）（登壇、拍手）皆さん、こ

んにちは。３番、前住孝行です。 

 国道沿いに咲き始めた梅の花に目を奪われ、明

日には多くの中学校で卒業式が挙行されると思い

ます。あらゆる校種で卒業生、または退職される

方々は春から新しい生活のスタートが始まります。

甲辰の年は、努力してきたことが飛躍する年だそ

うですので、さらなる活躍を期待いたします。 

 さて、３日日曜日に、若桜の保健医療を考える

集いが開催されました。「笑って元気なこころと

からだ みんなでささえあう健康づくり」と題し

て、コンとや漫才、講演などが行われました。そ

の中で、鳥取大学医学部医学教育学部分野講師の

杉原誉明先生の講演を聞きました。医学部の１年

生をサマーキャンプに誘うと、10人定員に20人集

まり大盛況だったそうです。若桜町でキャンプを

しながら、吉川集落の高齢者とそば打ちをして交

流をしたり、若手事業者の話を聞いたりして、中

山間地域を丸ごと知ってもらう取組をされていま

した。こうした取組が中山間地域の医師不足の課

題を解消し、地域医療確保につながればと考えな

がら講演を聞かせていただきました。 

 前置きが長くなりましたが、大きく２点、順に

質問させていただきます。 

 まずは、伝統的建造物群保存地区の保存・活用

についてです。 

 11月定例会の一般質問前に、乞う御期待的に話

させていただいた内容になります。令和３年８月

に若桜町の若桜伝統的建造物群保存地区が国の重

要伝統的建造物群保存地区に選定されました。選

定される以前から町議会議員として様々な先進地

の取組を調査してきましたが、その中の一つに若

桜町が交流をしている同じ読み方の福井県若狭町

の熊川宿伝統的建造物群保存地区などは、多くの

観光客が訪れており、その地域の暮らしに触れな

がら散策し、往年の繁栄をしのぶ町並みに懐かし

さを感じながら何か癒やされる、そのような雰囲

気がありました。現地を歩いてみて、一番に感じ

たことは無電柱化されており、視界が開け、散策

しやすいということでした。 

 そこで、県内の伝統的建造物群保存地区を巡っ

てみました。大山町所子伝統的建造物群保存地区、

倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区を実際に

散策してみますと、時間が何だかゆっくりと流れ

ているような不思議な感覚に陥ります。多くの観

光客が散策されており、観光地としてのポテン

シャルを十分に感じました。 

 大山町所子の保存地区では、私有地に電柱が建

てられているところが多く、比較的道を邪魔する

ような電柱は少なく、通行のしにくさはあまりあ

りませんでした。しかし、景観に配慮した結果だ

と思われますが、とても高い電柱となっていまし

た。万が一、地震や暴風、着雪等で電柱が倒壊し

たときの建造物への被害が心配になりました。 

 また、倉吉市打吹玉川の保存地区では、多くの

観光客でにぎわい、様々な歴史、文化に触れよう

と思い思いに散策されていますが、道に電柱があ

るため、車の通行にも注意しながらの観光となり、

電柱がなければもう少し安全に散策できるのでは

ないかと感じました。 

 また、今はスマートフォンなどを使って、多く

の観光客が写真や動画で観光地の風景を保存して

います。歴史的な町並みが売りの地域であり、そ

の中に電柱や電線はないほうが訴求効果は高いと

思います。昨年、秋に長野県の白馬村で白馬三山

の赤い朝焼け風景を撮ろうとされていた先輩議員

が電線を避けようと位置を変えている間に、その

朝焼けが終わってしまって、残念がっておられる

ことを、昨日のように思い出します。プロの撮影

も宣伝するには必要ですが、身近な方のＳＮＳ投

稿などもかなり重要な宣伝効果となり得ます。こ

のようなことから、伝統的建造物群保存地区にお

いて、観光面からも、安全面からも無電柱化を進

めていく必要があると考えます。 

 歴史的な町並みの保存及び活用に当たっては、

市町村が保存条例に基づき保存活用計画を立てて、

その計画に沿って整備していくことになりますが、

保存地区内に県道が入っていることもあります。

今後、県としても無電柱化を含めた整備を進める

ための協力をしていただければと考えますが、知

事の所見を伺います。 

 次に、災害時の情報共有。①情報共有システム
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の活用についてです。 

 台風７号災害後に、佐治川に沿って、佐治ダム

まで調査に伺った際、合併前にこのような規模の

災害があった場合、橋も流され、道路も流されて、

車の行き来が難しくなり、佐治村役場では災害対

策本部を設置することは難しかったのではと思い

ながら対岸から視察しました。想定を超えるよう

な災害が起きる中、今以上にできることは何だろ

うと考えていたとき、消防署に勤める大学の後輩

から、総務省に出向していたときに、市町村の災

害対策本部や都道府県、国との情報を共有できる

システムの構築に取り組んだが予算化されなかっ

たという話を聞きました。台風７号災害のことも

あったので、災害発生時に必要な情報を迅速、か

つ的確に把握し、必要な支援につなげていくため、

県と市町村等の行政間で共有するようなシステム

が必要だと考え、知事要望を準備していたところ、

１月１日の能登半島地震が発生しました。 

 後輩から話を聞いて、イメージしていたことと

しては、災害対策本部のホワイトボードで情報共

有をされている災害情報など映像で確認できたり、

被災現場の状況なども、写真や動画などで確認で

きたりするようになれば、現場対応に追われる市

町村からの情報を待つことなく、迅速なサポート

へつながると考えます。これまではリエゾンと呼

ばれる人的派遣で警察や消防など、情報を取りに

行かないと分からなかったことも、仮に行けない

場合でも情報共有できますし、記録としても残り、

今後の検証にも役立ち、次へのさらなる対策へつ

ながると考えます。また、来年度、県内全市町村

において、災害時の災害者情報などが管理できる

国の被災者情報管理システムを一斉導入し、順次

運用するとの報道がありました。このことにより、

漏れなく被災者情報を管理し、迅速に復興対応に

当たることができる取組で期待するものでもあり

ます。 

 県と市町村が連携して、災害に係る様々なＤＸ

の取組を進めていただいているところですが、災

害が激甚化、広域化する中、災害時の広域的な応

援活動を円滑に行うためにも、情報共有システム

の構築に当たっては、市町村だけでなく、消防、

警察、自衛隊等の関係機関との情報収集や情報共

有が図れるように整備していくことが必要である

と考えます。今後、市町村以外の防災関係機関と

の情報共有について、情報共有システムの活用を

検討されてはと思いますが、知事の所見を伺いま

す。 

 さらに、②避難行動要支援者個別避難計画の運

用についてです。 

 個別避難計画策定については、2021年の災害対

策基本法改正で、市町村の努力義務となりました。

本県の個別避難計画策定の状況について伺ったと

ころ、２月１日現在で、要支援者３万1,654人に

対して、30.7％の9,728人分の計画策定にとど

まっているとのことでした。避難行動要支援者の

命を救うためには、平時から個別避難計画の作成

を軸にしながら、地域で支え合う仕組みをつくっ

ていくことが重要であると考えます。また、要支

援者の個別避難計画において、災害時に自ら避難

することが著しく困難である者で、避難支援が必

要な対象者について名簿が作成されています。し

かしながら、個人情報保護の観点からか、災害時

において動いてもらえるべき支援者側に名簿が出

せていない場合があり、いざというときに必要な

方に支援が届いていないという声があります。こ

れについて、鳥取県防災及び危機管理に関する基

本条例の第21条２項に、避難行動要支援者本人の

同意を得、支援者ごとに支援のための計画を作成

するようにとあり、避難行動要支援者が、その特

性を踏まえた円滑かつ迅速な避難をすることがで

きるよう、個人情報の部分は避難行動要支援者本

人の同意があれば提供が可能であります。 

 こうした現状を踏まえ、避難行動要支援者に適

切な支援が届くために、適切な運用が行われるよ

う、さらなる周知が必要であると考えます。また、

周知以外にも何か課題があるのであれば、そこも

踏まえて、知事の所見を伺います。 

 以上で登壇での質問といたします。 

○議長（浜崎晋一君）答弁を求めます。 

 平井知事 

○知事（平井伸治君）（登壇）前住議員の一般質

問にお答えを申し上げます。 

 議員のほうからお話がありましたように、梅の

花が咲き誇る季節になり、そして、卒業式、新し

い旅立ちということになってまいりました。先般、

前住議員におかれましては、町村議長会のほうで

表彰を受けられましたこと、心よりお喜びを申し

上げたいと思います。山根議長や河上議員はじめ、
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多くの皆様が見守る中で、そうした晴れの日を迎

えたわけでございますが、そういうふうに人がそ

れぞれ年輪を重ねていく、そんな季節になったの

かなというふうに思います。 

 そういう中、杉原先生のほうで、このたび御講

演をされたということでありますが、中山間地の

医療の問題というのは大変に厄介であり、新年度

の予算の中にも確保に向けた市町村の取組を応援

する、そういう資金的なことも含めた今回予算を

提出させていただきました。吉川で医療学生の

方々がサマーキャンプを張られるなどすれば、江

府町のほうでも実はそういう状況が生まれていま

して、親しみを持ったところに、では、診療所に

行ってみようかとか、それから、そうではなくて

も、例えばこれから遠隔医療などもだんだんと普

及してくるはずでありまして、そういう意味で医

療のサポート体制につながっていくのではないか

なというふうに思うわけであります。吉川は、そ

の木がすばらしい木で育っていまして、豊明殿の

材木としても使われたということであります。そ

ういうところだからこそ、栄え行くのかもしれま

せん。先ほど木の得たお話がございましたが、木

の栄達でございまして、吉川を中心に若桜もそう

いう森林とともに伸び行く、そういうところでは

ないかなと思います。 

 伝統的建造物群保存地区につきまして、無電柱

化を進めるべきではないか、そのお話がございま

した。これにつきましては、議員も振り返って、

町議時代のお話も交えてされていましたけれども、

平成19年に若桜地区のまちづくりの協議会が誕生

をしまして、何とかこのすばらしい仮屋通り、こ

うした町並みを後世へとつなげていけないか。さ

らに、それを観光素材として活用できるのではな

いか。そういうことになりまして、その後、町の

ほうで調査を始められ、すばらしさの検証という

ことには実は県の教育委員会も含めて、当時協力

をさせていただいたわけであります。平成30年に

伝建地区の保存条例が町のほうで誕生したことを

一つの指標としまして、令和３年に晴れて重要伝

建群として指定されるに至りました。この快挙は、

私ども県内で言えば白壁土蔵群、それから、大山

の所子に次ぐ３つ目の快挙ということになったわ

けであります。実際、その後もまちづくりも大分

変わってきたと思います。最近も豚カツの新さん

が開業をされたり、それから、昭和おもちゃ館で

あるとか、この辺が鶴瓶の番組でも取り上げられ

ていました。おもちゃ館のみならず、お茶を出す

お店、これもＵターンですかね、来られた方のお

店も登場していまして、鶴瓶がいろいろとそれを

いじっておられましたけれども、そんなことで、

まちが輝きを持ってきたのではないかなと思いま

す。 

 ただ、防災のこともありますし、あと景観のこ

とも重要だと思います。そういう意味で、電線地

中化というのは選択肢として当然考えられるべき

ものではないかなと思います。これにつきまして

は、いろんな手法が考えられるわけでありますが、

平成28年に電線の地中化を推進する法律が誕生を

しまして、本県でも令和３年に無電柱化の計画を

つくらせていただきました。それによりまして、

防災上の観点だとか、それから景観の観点、これ

も実はその中の一つの項目として明記をさせてい

ただいております。過去、こうした無電柱化を進

めて、まちづくりを活発にした好例が鳥取市の鹿

野町と言われています。これはお祭りが栄えるよ

うな、そういうまちにしようではないかと、その

意味で、電柱がないほうがいいのではないかと、

これは景観のまちづくりの手法で電柱の地中化を

進めていかれました。今お気づきと思いますけれ

ども、このかいわい、鳥取市のほうで山手通りの

辺り、これも電線を地中化していまして、言わば

鳥取城跡との景観の調和を図ろうということであ

りますが、これも景観まちづくりの手法で実現を

してこられたものであります。 

 また、道路事業的にやる手法もあって、それは

先ほど申しました県のほうの計画などに基づいて、

電線の地中化を進めていくものであります。こう

いう景観の観点でいいますと、大山まきばがござ

います。あそこが県道で、あれはずっと山を上っ

て牧場のほうに行くわけでありますが、あそこも

電線を地中化しています。これはそうした無電柱

化の計画事業として採択をしてもらって進めたも

のでありまして、こういうような手法もあります。

いろんな手法がありまして、どうするかなという

ことだろうと思います。 

 議員がおっしゃるように、若桜の街道筋の辺り

には県道で若桜停車場線、それから、若桜湯村温

泉線、この２路線がつながるような形、ちょっと
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組み合わせるような形であります。ただ、実は、

その前後といいますか、回り中、今度町道であり

まして、ですから、無電柱化を進めるとしたら、

やはり町道だ、県道だという話ではなくて、多分

面的にしなければいけないのではないかなという

感じもいたします。大山まきばのところは、あれ

は県道しか当然ないので、県道の事業でやればい

いかもしれませんが、やはりそうした意味で、ま

ちづくりとしてアプローチをした鹿野とか、ある

いは鳥取城跡の辺り、それと似ているのかなとも

思います。いずれにせよ、そういう意味で、町の

ほうでこういう電柱地中化向けたまちづくりにつ

いての計画を、まずはつくってもらいながら、そ

こに道路管理者として県も関わっていくというこ

とになりましょうし、実は電線の地中化が必ずし

もはかばかしく進まないのは、あれは当事者は電

力会社とかＮＴＴでありまして、我々行政とは違

うところがやはり絡んでいます。その人たちも負

担金を払わなければいけないのですね。ですから、

そうした方々との関係もありまして、やはりまず

は合意形成を若桜町のほうで図っていただければ、

我々としてもしっかりと参画をしていけるのでは

ないかと考えております。 

 次に、情報共有システム、災害につきましてお

尋ねがございました。 

 この情報共有システムの活用をぜひ関係者と一

緒に図ってはどうかと、こういうことであります。 

 防災に明るい前住議員らしく、我々もやり慣れ

ていますけれども、例えばホワイトボードを活用

するとか、情報をどういうふうにまとめていくか

というのを役場もしますし、県もしますし、恐ら

く自衛隊をはじめ、いわゆる実動部隊と言われる

人たちもやっています。ただ、これがそれぞれに、

言わばお家芸で発達してきているわけですね。私

ども県では当然そういうこともやりながら、片方

で、例えば河川系についてはデータベース化した

り、また、地図情報とのドッキングをしたり、い

ろいろバージョンアップを図ってきていますけれ

ども、それぞれが実はばらばらになっていると。

ただ、実際の災害の実務としては、この橋がどう

だというのであれば、この橋が例えば落ちたとか、

あるいは橋の回りにせき止められて水があふれか

えったとか、その現物、事実というのはたった一

つであります。それを恐らく関係機関で情報を総

合しながらどういう状況かというのを判定し、こ

れで、では次の手を何考えようかと、例えばここ

に応急復旧をかけるとか、それから、橋が落ちた

ということであれば迂回路を考えるとか、水があ

ふれかえって、家の中入ってきたというのだった

ら、そちらのほうの救助に向かわなければいけな

いかもしれない。こんなようなことが、いろいろ

と展開されなければいけないので、まずはその基

点となる情報をまとめ上げていく作業が必要にな

ります。こういうのを電子的手法、デジタルで

マッシュアップと言われる手法を用いて、情報を

統合していくという機能が働けば、非常に効率的

で、機動的になるのではないかというふうに考え

ます。 

 そういう意味で、今回防災ＤＸを広島県と一緒

につくらせていただきたい、提案をいたしたとこ

ろであります。これが完成しますと、電子地図、

ＧＩＳの手法を持ち得てプロットしていくことが

まずございます。それから、従来ホワイトボード

で書いていたような情報を貼り付けていく作業、

こういうものも避難情報だとか、あるいは災害情

報など、図面上にも表示をしていくと。これをク

ロニカルに時系列で、例えばこの川がどうなった

かというのを時系列でやっていくと、今まではそ

こにぺたぺた貼り込んで、ホワイトボードで処理

していたという感じですけれども、それを何だっ

たら過去どうだったかというのを、また参照する

こともできる。こんなような機能を搭載していま

す。さらに、避難指示であるとか、そうしたこと

を市町村のほうで役割がございますが、それをサ

ポートする意味で、あらかじめプリセットした基

準というものがあれば、それを超えていくともう

この情報レベルですよと、避難指示ですよとか、

そういうのが出るような仕組み、そして、毎朝皆

さん大騒ぎして作業しますけれども、そういう避

難だとか、あるいは災害の被害状況、これを総括

したようなペーパーづくり、これもシステムでで

きるようになると。そうすると大分合理的な本当

に大切な救助作業だとか、あるいは支援物資の手

配だとか、それから、関係者でいろいろと調整を

しながら、その後の体制運用、部隊運用を考える、

そっちのほうに集中することができるようになる

し、判断も早くなるのではないかということです。 

 これは、県と市町村が共同で使えるシステムに
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基本的にはしていますので、そうであれば、若桜

町と八頭町で、この川筋で情報共有をすることは

当然できるようになるということです。我々も広

島と情報共有をすることは当然できるようになる

と。さらに、実は３月５日の日に実動部隊の皆さ

んとも協議をしたときに、私からも申し上げたの

ですけれども、できればこういう情報システムを

つくるので、それを皆さんのほうと共有させてい

ただけるようにしていただけないかということも

申し上げました。実はそれぞれに機密があるので

すよね。特に自衛隊だとか警察だとか、ですから、

情報を簡単に共有することはなかなかハードルが

高いかもしれません。しかし、私どもの持ってい

る情報の端末を、例えばそちらの組織のほうに置

いてもらって、それで、その情報を見て、一緒に

同じ情報で判断すること、さらに言えば、可能で

あればそこにそちらの組織で持っている重要な情

報は入れていただいたりと、あるいは我々が出し

た情報を訂正していただいたりというようなこと

を、権限を与えて端末を操作してもらうことはで

きるのではないかなと思うのですね、理論的には。

ただ、それは制度的に可能かどうかというハード

ルはあるかもしれませんけれども、いろいろと工

夫をして、それで、災害対策の合理化を図ってい

けないだろうかと、今こんな実は投げかけをして

いるところであります。 

 次に、個別避難計画の策定につきましてお尋ね

がございました。 

 これに向けて適切な個人情報の保護と調和した

体制というものを、そういうものを考え、周知し

ていくことが必要ではないかと、こういうお尋ね

でございます。令和３年に災害基本法が改正をさ

れまして、個人個人、特に要支援の方、こういう

方についての避難計画というのを個別に設定をす

る。それが市町村のほうの責務ということになっ

てきました。現在のところ、今、それは３割ぐら

いできたということでありますが、本県の場合は

これと合わせて、支え愛マップというのを実は推

奨して実務的に始めてつくってきました。これは

３分の１ぐらいのところでできているのですけれ

ども、例えば智頭町さんでしたら、もう７～８割

ぐらいは完成しています。ですから、それも実は

個人個人の個別支援計画、その避難計画と完全に

オーバーラップしていまして、ですから、そうい

うものも活用できると思います。 

 いずれにいたしましても、法律上そういう義務

づけもできましたので、これは今、市町村のほう

でやってくださいということを、我々も促してい

るところでございますし、我々も協力できること

をいろいろとやっていこうとしているところでご

ざいます。 

 実は、議員がおっしゃった個別の避難計画など

をつくるに当たりまして、これを民生委員だとか

と共有して、実際避難救助に当てていただくため

には情報共有を図らなければいけない。そのとき

に個人情報の法案がかかると使えないということ

の問題がありました。私ども中部地震の後に、平

成29年に防災危機管理条例を改正させていただき

まして、ここで、それぞれの市町村が個別に条例

をつくる、または個人の了解を取る、これによっ

て個人情報の提供ということは可能ですよという

条例の定めをさせていただいております。その後、

令和５年に個人情報保護法が改正されました。そ

のときに防災関係については、この防災のほうの

災害対策基本法のほうが優先適用されますよとい

うことも法律上定められました。それによって、

災害対策基本法と連動させていくと、我々が平成

29年に条例で定めたものと同じような法体制とい

うことになりました。したがいまして、それぞれ

の市町村のほうで条例をつくっていただければ完

全にそこが提供可能になりますし、また個別に了

解を取るという手法、これは実はやっているとこ

ろもありますので、そういうのも有効だというこ

とになります。 

 現状、２つの自治体で既に条例を制定していた

だきました。それから、今、八頭町を含めて３つ

の自治体で条例に向かっておられます。徐々にこ

ういう形で情報提供が可能なような形になってき

ておりますけれども、ぜひその促進をさらに図っ

ていければというふうに思います。 

 また、これにつきましては、支援を受けられる

方のほうで、市町村のほうに要請していただきま

して、個別支援計画をつくっていくということ、

これによって支援者側のほうに情報提供も可能に

していくことも当然ありますので、そうした手法

も組み合わせて進めていただければよいのではな

いかというふうに考えております。 

 いずれにいたしましても、まだまだこの分野は
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全国的にもそうですけれども、本県もまだあまり

完全には進捗していないところでありまして、今

回の能登半島地震、この災害の実情を教訓として、

さらに加速をしてまいりたいと思います。 

○議長（浜崎晋一君）３番前住議員 

○３番（前住孝行君）無電柱化について質問をさ

せていただきました。この質問は、以前、福田県

議も質問をされて、内容と重なると思います。あ

くまでも市町村側が進めていく事業であります。

知事の協力いただけるという言葉をいただければ、

市町村の首長も力強く事業を進めてくださると思

いますので、確認の意味での質問とさせていただ

きました。 

 また、防災関係の機関との連携についてですけ

れども、これまでも警察、消防、自衛隊などの関

係機関との連携は十分になされているというふう

に思っております。それぞれのシステムでの対応

をということを、知事の答弁でもありましたけれ

ども、進められていると思いますが、代表質問の

中でも知事が答弁されました。小さな町村は他市

町村で起きた災害に対しての検証を十分にする余

裕をもなく、人的資源も限られます。県が仲介役

となって蓄積されていますノウハウを提供してい

ただくことで、被災自治体の首長も勇気づけられ

るというふうに思いますので、この関係機関との

連携でより初動体制がスムーズに行くのではない

かというふうに考えますので、さらなる連携強化

を期待いたします。 

 個別の避難計画策定について答弁いただきまし

た。各種団体の要望の中でも、何団体かで同じよ

うに要望としてありました。私自身も近くに住ん

でおられる独居の方の支援者となっております。

その要支援者の方からお願いされて、災害時に、

私自身もおられるかどうか分かりませんという前

置きをしながらの支援者となっております。先ほ

ども知事のほうも言われましたけれども、要支援

者側からも、この個別の避難計画策定に働きかけ

てもらえたらというふうに思っています。そう

いったようなフォーマット的なこともあるようで

すので、双方からこういった策定に向けて進めて

いけば、本人同意というところの点がクリアする

のではないかなというふうに思います。そうなる

と二度手間が省けるというふうに思いますので、

その点の強化も併せてお願いしたいと思います。 

 それでは、伝統的建造物群保存地区の観光促進

についての追及質問になります。 

 ハイエンド層の観光の受入れ体制について、県

議会でも議論がなされています。伝統的建造物群

保存地区は、日本の歴史文化を伝えるための重要

なスポットとなり得ます。パンフレットを手にす

ることができるものの、現地の歴史的な背景や観

光資源の解説が聞けるような環境整備が必要だと

考えます。姫路城や、このたび地域県土警察常任

委員会の県外調査で訪れた沖縄県の勝連城跡では、

ＱＲコードをスキャンすると、歴史的背景などの

解説が聞けるようになっています。ガイドツアー

で観光ガイドさんをお願いして案内してもらうの

が一番ですが、少人数での観光客にとっては、こ

のようなちょっとした工夫を凝らすだけで、より

観光地を知ってもらえ、満足度も上がるのではな

いかと考えます。そして、うまく体験につなげる

仕掛けをしていくことで、観光客によるＳＮＳ等

でのＰＲやリピーターの確保につながるものと考

えます。よりこうした取組を支援していただけれ

ばと考えますが、知事の所見を伺います。 

○議長（浜崎晋一君）答弁を求めます。 

 平井知事 

○知事（平井伸治君）（登壇）前住議員からＱＲ

コードなどの活用による観光サービスの話がござ

いました。 

 おっしゃるように、今の時代、みんなスマート

フォンを持って歩くようになっています。これは

お年寄りも含めて、もうそうなってきたと思いま

す。そのような世の中でありますので、これを活

用してなかなか、例えば案内人がいなくても観光

地を思う存分楽しめる、情報も得やすいというよ

うに、やはりサービス側としては考えていく必要

があるのだろうと思います。例えば岩美町さんで

は、28か所ですね、そういうＱＲコードを貼り付

けて、それで、それぞれの観光の魅力というのを

ざっと見ていただける、そういうように工夫をさ

れておられます。そこも今、若い人がアニメの関

係もありまして、就業をされたりということもあ

るわけでありまして、そういうのは非常にフィッ

トするのだろうと思いますし、鳥取砂丘でも

ちょっと前に鳥取砂丘ビジターセンターや、ある

いはフィールドハウス、それから、我々のこども

の国のところにやはりＱＲコードを貼り付けまし
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て、これで砂丘の生態系とか、いろんな情報を見

ていただけるようにしたという例もあります。今

でもやっていて、最近だんだん凝ってきまして、

米子城のところでＶＲとかＡＲ、これを使えるよ

うにされたわけです。これで実際行ってみると、

今はない米子城が見えるというようなことになっ

たり、そうやって米子城をもう少し楽しみやすく

しようというような工夫を始められています。 

 また、今シーズンですね、ＪＴＢさんのほうで

企画を出されまして、それで実施されたわけであ

りますが、水木しげるロードがございます。あの

水木しげるロードで500円だか、ワンコインの

ちょっと料金はかかるのですけれども、それで、

アプリを搭載してもらいますと、その水木しげる

ロードで、例えば夜のロードを歩くと、そうする

と鬼太郎の音楽が聞こえてきて、げたの音が鳴る

とか、それからまた、カメラのモードにすれば妖

怪と一緒に記念写真を撮れるとか、それがうれし

いかどうかはともかくそういうふうな形で、いろ

いろと楽しめるというようになるわけでありまし

て、こういうような新しい試みも今いろいろと展

開をされてきています。 

 そんな意味で、若桜宿も同じようにいろいろと

見どころもありますし、ストーリー性というもの

を感じていただけると、また、インバウンドも含

めて旅の魅力は広がるはずです。先ほど申しまし

た岩美町におきましても、日本語だけではなくて、

英語だとか韓国語でも見られるようになっていま

して、このようなスタイルがこれからのスタン

ダードになってくるのではないかと思います。県

のほうでも、そういう新しい観光地づくり、この

支援メニューをつくらせていただいておりますの

で、また、いろいろと地元と協議してまいりたい

と思います。 

○議長（浜崎晋一君）３番前住議員 

○３番（前住孝行君）一昨日、県の商工会連合会

さんとの勉強がありました。その中で、サイクル

ツーリズムにおけるインバウンドの多言語化対応

について質問をさせていただきました。その答え

に対しまして、ホームページの開設とかマップ作

り、翻訳アプリなどの対応を進められているとい

うことでした。まだまだ中山間地まで及んでおり

ませんので、そういった多言語化に対応しようと

すると、翻訳していただける人材というのも必要

となってきます。そういったことをもう依頼する

となるとお金が発生してきていますので、何とか

そういったところで、県におられる人材で協力し

ていただける方があれば、安価でできるかなとい

うふうに思ったりもしますし、併せてお願いした

いというふうに思います。 

 次に、災害時の情報共有についての追及質問に

入ります。地域県土警察常任委員会の県外調査で、

沖縄県の首里城の防災対策を調査いたしました。

首里城は、国、県、教育委員会及び市が所管して

いるエリアが細かく分かれており、いざ、火災と

なったときは、それぞれが連携して対応するよう、

現在システムを構築されているところでした。ま

た、毎月１回開館前に防火訓練をされ、毎回細か

く訓練内容を検証してマニュアルを更新している

ということです。 

 鳥取県防災及び危機管理に関する基本条例第

10条（２）にも定期的に訓練等を行うようになっ

ています。県として、この情報共有システムの仕

様の検証及びシステムを活用した定期的な訓練等

について、どのように取り組まれるおつもりか、

知事に伺います。 

○議長（浜崎晋一君）答弁を求めます。 

 平井知事 

○知事（平井伸治君）（登壇）前住議員から重ね

てのお尋ねがございました。やはりシステムは新

しいものですし、せっかくつくっても使われなく

ては意味がありません。しかも実はこれ当事者が

多いシステムでして、市町村のそれぞれの担当者

だとか、我々、消防やら警察やら、自衛隊も含め

て、これを活用してもらえるようにならないかな

と、今お願いもしているのですけれども、そうい

うような関係者がいろいろとこのシステムを理解

をして、使いこなしていただくことが必要です。 

 そういう意味で、従来の防災訓練だとかとは若

干タイプが違うかもしれませんが、図上訓練的な

ところからまずは始めるのかもしれません。大体、

まずは予算を成立させないといけませんが、予算

が成立して、着手していくと。広島県との共同作

業になりまして、それを進めていって、早ければ

７年度に使えるようになるかもしれないと。そう

であれば、ある程度システムが構築できて、供用

するまでの間に、こうやって使いましょうという

ようなテストなり、それから練習といいますか、
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そういうものがあってしかるべきだと思っており

ます。 

 また、供用された後、このシステムを活用しな

がら、実際、災害時にこうやって情報の統合、

マッシュアップを行っていくと。それをさらに使

いこなして、災害状況を判断して、これに基づく

次の手を講じていくと。こういうような意思決定

過程に至るまでも含めて、やはり訓練をやる値打

ちは当然出てくるだろうと思います。そうした意

味で、従来の防災訓練にもう一つ加えていく必要

があるのかなと思っております。 

 実は今、全国的にいろんな防災情報システムが

出来上がってきているのですけれども、それと、

国のほうは国のほうで、今、こういう自分たちの

システムを持っていると。これをつなぎ合わせる

ようなプラットフォームというのを今内閣府やデ

ジタル庁のほうで考えることになりました。ただ、

まだちょっとその詳細は正直分かってなくて、ど

うなるのかというのに我々もフォローして注目し

ていきたいと思いますが、私どものそうしたシス

テムが出来上がって、それが何らか国のシステム

とつながっていけることになれば、多分、全面的

にではなくて、データの流通ぐらいではないかと

思うのですが、そういうことになれば、これでま

た実動部隊の皆さんと情報をまとめ合わせていく、

あるいはお互いに参照していくということもでき

るようになるかもしれません。ちょっとこれは将

来像なので、まだ不確定ですけれども、そういう

ことも含めて、新しい仕組みを使いこなしていく

というような訓練が大切ではないかと思っていま

す。 

○議長（浜崎晋一君）３番前住議員 

○３番（前住孝行君）19市町村ある鳥取県ですの

で、毎月１町村ずつしていったら19か月かかるな

というふうに思っていまして、そんなことはしな

いと思いましたけれども、個人的には広域的に年

３回ぐらいでされるのかなというふうに思ったり

もしておりました。実際に災害が起きましたら、

そちらのほうに力を注がなくてはならないと思い

ますけれども、年に１回というふうになると、

ちょっと少ないのかなというふうに思ったりして

おります。 

 完璧な災害対応というのは限りがありませんが、

安心安全な暮らしに向けて、訓練の在り方につい

て十分検討をしていただけたらというふうに思い

ます。 

 では、さらに追及質問をさせていただきます。 

 私の身近な警察官も、いざ災害現場で自分の知

り得た情報をどこまで対策本部などと連携してよ

いものか戸惑うことがあり、個人の判断によるこ

とになると話された方もありました。 

 このように、個人情報の取扱いについて迷われ

るのは、この方だけではないと思います。災害時

における個人情報等の利用、提供に係る基準はど

のようになっているのか、また、個人情報共有シ

ステムを運用するに当たって、災害時の個人情報

の取扱いの基準について、改めて周知する必要が

あると考えますが、知事の所見を伺います。 

○議長（浜崎晋一君）平井知事 

○知事（平井伸治君）（登壇）前住議員から、個

人情報の取扱いについてお話がありました。 

 個人情報の提供については、個人情報保護法で

制限がございますけれども、事、命、生命、身体、

財産に関わるような危急時において、それでほか

に取り得る手段がないような、そういうような場

合については、69条２項で除外規定がございます。

したがいまして、これは解釈実務としても定着し

ていると思いますが、そういう場合には、情報提

供が可能であるということでありまして、ぜひそ

うしたことを関係者の間でももう一度共有して、

特に情報を提供できる、できないで災害対策が止

まってしまってはいけませんので、そういうこと

にならないように、周知徹底も図っていければと

考えております。 

 また、発展して、今回の能登半島の地震でも安

否情報、個人の名前を使うわけになりますけれど

も、それをあえて公開するかどうかというのもま

た似たような論点であろうかと思います。これに

つきましても、全国的な運用として、本人同意が

あればいいですよというのと、それから、こうい

う場合は、やはり緊急性があるので、本人同意が

なくてもということがあります。 

 実は、我々は市町村と相談をして、今、最終調

整中なのですけれども、本県では、同意なくても

公表をすると、それによって、いち早く安否の分

からない方が本当に御存命でいらっしゃるのか、

あるいは災害に巻き込まれているのか、これを判

定しやすくしたほうが災害対策としても優位性が
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高いのではないかと。我々はそういう考え方で今、

最終調整もさせていただいております。 

 いずれにいたしましても、個人情報のプライバ

シーの問題、これは重要性も片方であり、片方で

迅速で的確な災害対策をして、命を守っていく。

これは時折矛盾しがちなところもありますので、

ある程度そうした形で事前に整理をしておけると

ころは取決めを地域としてもやっていきたいと

思っております。 

○議長（浜崎晋一君）３番前住議員 

○３番（前住孝行君）これまでの知事の答弁で、

本当に納得するところが多くありました。でも、

やはり命より大事なものはないというふうに考え

ますので、改めての周知のほうをよろしくお願い

します。 

 最後の質問に入ります。こうしてあらゆる場面

でＤＸ化を進めていくことで、効率化や省力化が

図れ、今以上に県民の安心安全につながると考え

ます。大学の後輩も、私に話した３週間後に新聞

報道で予算化されることを知り、喜んで連絡して

きました。私に話したので予算化されたと思って

いるかもしれませんが、そうではないと思います。 

 再来年度秋には、県の主催で令和７年度緊急消

防援助隊中国・四国ブロック合同訓練という大規

模な消防訓練を鳥取市で計画されているというこ

とです。その訓練に向けての励みになりました、

大変ですが、頑張りますというふうに話していま

した。 

 この訓練こそが防災対策本部、ＤＸ機能強化事

業による連携システムを生かせる場となると思い

ます。春には、合同訓練の実行委員会が立ち上が

るようですが、その訓練の意気込みについて知事

に伺って、最後の質問といたします。 

○議長（浜崎晋一君）平井知事 

○知事（平井伸治君）（登壇）前住議員から重ね

てのお尋ねがございました。 

 今、緊急消防援助隊の訓練が企画をされておら

れます。先般、３月５日に実動部隊の皆さんが集

まられたときも、東部消防局の鹿田局長のほうか

ら、自衛隊、警察、あるいは海上保安庁がおられ

る中で、この中四国ブロックの訓練について案内

もありました。やはり、今、今回の能登半島の地

震など、度重なる災害で緊急消防援助隊の機能と

いうのは高く評価されていると思います。平成７

年に全国的に活動が始まる、発足するということ

になってきて、県内でも緊急消防援助隊が59隊組

織をされています。 

 今回も１月の発災当初から、これをどうするか

というのを私も実はこちらの危機管理部のほうと

電話で話をしたりいろいろしたのですが、あのと

き、津波注意報が出ました。現に津波がやってき

て、正直言うと、豊岡あたりの本来想定された警

報地域よりも高めの津波が境港にも来たりしてお

ります。そんなようなことで、当時、ちょっと出

場できないということで、むしろ待機がかかった

ような形になりまして、その当日は、緊急消防援

助隊のほうの出動は見合わせたところでありまし

た。 

 その後、向こうに機材も持っていってやるぞと

いうことで向かったわけでございますけれども、

鹿田局長もおっしゃっていましたが、やはり、今

回、道の状況がよくなくて、救助活動で使う、割

と規模の大きな車体の車がなかなか進入できなく

なって、それで、向かったけれども、やはり

ちょっと待機せざるを得ないということに、現地

のほうでそういう状態になったということをおっ

しゃっておられました。ただ、そんな形で、実は

全国からも今回も集結していまして、また、どう

いうふうに小さめの機材を活用するかというのも

これからのテーマになるのかもしれません。 

 いずれにいたしましても、例えば、熱海の大規

模な土砂災害がありましたが、あのときも緊急消

防援助隊が悲惨な現場において多くの命を救出さ

れました。こういうようなこともやはり日頃から

訓練を重ねて、スキルを磨いておいてこそ初めて

できるものだというふうに考えております。 

 そんな意味で、今回、再来年度の開催というこ

とになり、多分、秋なのだろうと思いますが、そ

の成功を目指してこれから実行委員会など組織を

していくと思いますが、県も緊急消防援助隊にも

直接関わっていますので、ぜひこの成功を目指し

て関係機関を巻き込んでやっていければと思いま

す。 

 実は、これはブロックで回っていますけれども、

前回、我々に順番が回ってきたのが平成28年であ

りました。平成28年10月末がその期日としてセッ

トされていました。実は、それは天神川の河川敷

でやるはずだったのです。ただ、その直前に地震
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がありまして、我々の消防活動自体もそれどころ

ではないということで、やむを得ず、前回は中止

のやむなきに至っています。だからこそ、今回、

開催に当たりまして、ぜひともこれを成功させて、

我々として中四国のそうした統合機能というのを

発揮できればというふうに思います。 

 緊急消防援助隊は、各地から集まってきて、そ

れで部隊を構成します。こういう連携作業という

のが重要であり、そこに自衛隊や、あるいは警察

や、海保といった様々な機関が組み合わさってや

る訓練になります。今日、前住議員のほうからも

御提示がございました情報面での訓練というのも

この際、重要になってこようかと思います。３月

５日もその話を申し上げましたが、できればそう

した情報面の訓練も含めて、令和７年となれば、

システムは完成しているはずでありますので、実

りの多い、新しい技術を活用した訓練になればと

いうふうに考えております。 

 今、プロ野球で活躍している佐々木朗希さんと

いう選手がいらっしゃいますが、この方は、陸前

高田におられて、子供のときに津波でお父さんや

おじいちゃん、おばあちゃんを亡くされたという

ことでも知られている方です。その佐々木さんが

おっしゃっておられますけれども、一瞬にして全

てが失われてしまうと。だからこそ、今を生きる

私たちは、やれるだけのことをやらなければいけ

ないというふうにおっしゃっています。 

 そんなような災害の教訓、過去の厳しい教訓も

生かして、実りの多い訓練になるように、全力を

挙げてまいりたいと思います。 

○議長（浜崎晋一君）暫時休憩いたします。 

 午後の本会議は、１時30分より再開いたします。 

午後０時27分休憩 

──────────────── 


